
鍵町∵一
　　　　一銘
　鳶　　．、

曝．

　　　■
∫

　　　’1，謡　　　雷

　　　　近年放邊に或1ま録芦再隼

1’ @　にヂまたレコr…ドの鑑賞に，

　　　その録書技術の進歩に之も・

冨ないピ。抑。プの特性に

1　よ嫡度の忠實性力pa求ざ
　　　れできつ玉ある。ところで

ヴ

”’一 d磁璽ピヅダア・zブρ廟波歎特牲あ”・’一’・r’改鼻’一㌧t・・∫

　　　　　　　高　　木　　．’昇　。．．森　　園　　逆ご彦一t’∫

　　　　　　　蕨に鱒再蝉するmpに鵬ピック豹プの融殿搬翻嫡れている甑
　　　　　　　特齢慶い鯛師た膵場てあるこ’i　htonである・　身7・プρ大翻は電鯉’

　　　がつている。．しかしまだ市場にあるものは十分の考慮が

　’　携われていず，その測定も十分行われていないような状

　　　態である。そこで電磁型ピジグアップについてこれを本

　　　質的にどんな特性めものであクかを解析し，できる限り一

　　　その敏融を除去し特性の改良をはかつて見た。以下，そ

　　　れ等について簡箪に箆すことにずる。
ン

’　噸

この臓に關しては從來あ窯・VかえtJみられなかつたが，

簑者怯再生針やその他の内部構鐘が局涼郵特蝉に輿え筍

膨響を現醜および貴験から解析して，よい」ゴ・ソク7ツプ

の夷傭すべ1き燦件を見つけ薦し・また賓際に二癌によつt4

て嚢味ある改夏をぽどこし，優露な性能のピ響クアップ
　　　　　　　　　　　　り　　　　　　‘の製作に威功してい番o　　．　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翫塩一定！a

　2，電翻ビPt1クアツプ

　電礁型ピヅクァップの代表的なものを第ユ圖に示す。

すなわちポe－・ルtf　”一スの申間にアPマチnアがあり，鱗

先が蓮動するにつれて磁氣回路のパラソスがくずれてア

Pマチsuアに磁束を生じこ遍がコイルとの間に誘起電屡

を生じさせるのである。　　　・，’

　　　　　　　　　　　〃AG〈IE7　　　　一

ポルドス

　　　　　　　　　　　　ρ月7：

　　　　　　　　　　　　第・1　　圖　一

　心　　ところで一般に暑響機器は，電氣的に考え得る等償回

　　　路を有するから，このセックアップについてその等便回

　　　路を考えると第2圓のようになるb

　　　　冷第2臨つ勘・てa〆端子から見たイソピーダソスを

　　　考え蚤と，象ず低書絨において，吻（ユニットもふくめ’

蕪謹∴詐，幽距、、∴　tt．tL－．．、。、．．一、∴∴・．．1∴・

　　　　　　　　　　　　1if．・　”Ofクァ“7プで勘る。鷺磁

　　　　　　　　　　　　型蛎クァ・プゐ進歩のdV

　　　　　　　　　　　　とを振りかえつて見ると，し

　　　　　　　　　　　　その出現以來二撒輔：

　　　　　　　　　　　　に，周波敏特性k＊sいて・e　t．

　　　　　　　　　　　　や幣域嫡約2．5～3．倍に慶

　　　　　　　　　　　　　　　Ua　t　・ma

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sa．　　　　　　　尺ie
　　5a　　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尺cz
、　　　a　　　　　VM

　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　、　第　　2　【圏

hu’　v2クア・プが全鐙9マズリア瑠ソz）・s…（針ρ

スティフ手ス）および2a．（アβマチュア回路）との並

列共振iが起り，ζの周波敷においてZe「ぱ非欝に爽きな

慨なり，しか欄灘盤に蜘下共灘ができ命
こb…賊周波敏をの曜とすると，一一　　・　　だ

　　　　　　　　　　　　　　　　’＼
　　　　ωF／謡き轟）一一・・：一∵（1）’・

難縮撚おいて物（アー㍗アの寿Z　’）アタ
．タンス）およびSaとS％によって再び並ダ騒共揖を起しs、

ここでも’yeは大きな値となbf周波数特性においても

共振峯鮪することゆる・その蜥壁脚・は

　　　　ω・イs漂”・・一・…・t…∴……∵（2｝：　．’Z

　　　　ll　　　　t一

　　　　㎜

㎡

撃泌

ll1。

ノ

か渥

s

湧

　に厨波敬％γ佐はある遡

’　第　舳3　　圃’　　　　　　　　、　　・’

肥誕、、，t。。t．．㌧　噛鯉謙縫



断銅ぶ魯
携・き猟、

F’

罵9

置・

　　　　　　　　　L∵，・］／・粍㌧コ詰～　い　　　’

　　　　　　　　　ss　9　M”．、　　　　　　　　一’一

　　　そこ燈禾釦駒にこのよ’うな共撰が生ずるのであb，機

　　械イソぜ一ダソスとaj麟ap性め傾向を園示すれば第3圖

Ptのようになる。なおω7という量は，アーマチユZの自

　　由振動であるが監醐’端チにおいては定鷺流と考えている＼

　　ので周波数特性上にはあらわれないカ：，これは直列共振

、　なので，機械インピρダン示において鉢最小値をとる。

’　ω・一傷一……・・……∴・・…………・（3）

　　ところで周波数特性はごつの共擬峯しか有しないかとい

　　えば決してそうではなく，低管域において，アe・一・ムの換

　　れによつて亀する’9い共振を起し，同時にまたア戸ムの

　　ピボットを支鮎とし，ユニットを自由端としだ振動を起

　　しこSでも共振することになる。また高書域においても一

　　Pth以上になるとアPマチュアと針がBending　motSon

　　を起すために非常に複雑な嫉を起す。このような例を

　　第4圖に示す。

゜警

葬

　　　　　　　　　蘭瞭Ut　s　Cls

　　　　一　　　第　　4　　圃

第4鐡まおいて，Aはアt”一ムの換れによつて起2たレ

ゾナソス群であり，Bは底板等取付け不充分な融に生ず

る共撮Cはア”一“チュアの共振峯，Peまそれの高次携

み振i動である。このような種々の共擾特性のため，再生

にあkつて，はなはだしい歪の原因となる噛のである。

　以上のことから，周波激縛性を改良するためにぱ，ど

んなことが必要であるかといえば，

　LtUhをきわめて大きく，明を非常に小さくすること。

　2．StCISaをできるだけ大きくする。
　　　　　ク　3匁共顕時の制動を十野にするo

．4・ア“…ムの摸れに欝して考慮を沸うti

　5．可動都分の質量をできるだけ小くしZeを小にする。

　火艦以よの5融について考慮して毅計しなければなら

ない。筆者等にこの織に留意して好結果詮得たが，どう

してこの條件を蜜親したかに後に述ぺるとして，豫備蜜

験の結果かち述ぺることにする。　　　　・　　　　．

　3，1再生鍵にウいて

再生針は晦クア。ブ鋼波twmaζξに高書域に

蔀いて重翼な翼素となるo　”’twにpt換針型式の亀のは多

くex鰯樹で謬臨離および鵬萱ま渇まジュラルミ
y軸の先端にサフ7イ’アまたはダイアモγドを附したも

ヴ　x　”“

費’t
緊．
ぎ∵∴

1済：…碑どがあ鮎鰯ma¢；sティフ跡蘭綱y且・加
マ㍗　　　　織の値であり，この蔑によつて犬禮高書域のレゾナソ

軽∵。騨蛾つてしまう。幽ビ。クア。衆ついて（恥i。

1嚢総ご二：ご∵治直ご．’，li、　i“、一

一㌦ Sデニ∫∵内写党漕Ψマで1饗i

暢⑳轍・・i・臨（E服CA肋・・測一礒
（IV）サファイア針　についてそれぞれ實験した結果力．繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜　　　　　　　　v
5圖である。’1は約5，0◎Oae，　IIは約7，000　4．，　H工は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
へ

華

七
み1。鯉

考．
9　　，

蒋 ’

、
ぺ

塑 ℃

2 34 8解　　2 5 桝
團波数∫偽r

　　　　　　t　第　　5　　國
　　　　　　　　k8，200rgv，　IVは9，500　av附近にピークが幽現している

ように，針め種類によつてこのように再生限界がいちじ’

るしく異なることは使用上考慮しなくてはならない。ま一

たSnが大きいもの樫ピークもまた高くなり，よリダソー

ぜソグを必翼とする。そこで理想醜にい零ば針自艦にも　　t　Pt

何ら炉の方法で制動睡が動作するようにしたい。

　蘭項において高書域のレゾナソスボイソトをできるだ

け高い方へ移動することが必翼であることを述ぺたが，

このために慣性能牽をできるだけ小さくする方法が一般　　・

に用いられでいる。この場含針の家織の位置が相堂影響

することが考えられる。そこでV王ctor　10回針にマいで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
支鮎の位置と針先から見た慣性能牽の攣化の闘係を求め、．

て見た。それが第6圖である。もつとも慣性能率の小さ

磁碑

憐’撃嶋

籍詔
寧㊤

1鋤

）tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　t

　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　　　　　　’　2　3　4　5　8　7　θ　3　　　　　　　－　　∴

　　　　　　　　　　　　P　ntm　　w　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　第　　6　　鳳

な麦職は上端から6mmの位置であるが，可動部分の

ス舜フネスは針帳さに關尉るから・むやみに端∫

より譲い麦鮎を逡定しで屯かえつて結果を悪くさせるよ

うなことにならぬと吃かぎらない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”，一”　　　　　　　　「　－

　4．ダンピシグについて

周波鮪牲を勢にするために橘そρ共灘を嬢∵
に制動を輿えてやらねばならない。現在までにいろいろ1 @－・r

のダγピソグ方法働質魏いられて猷．すなわ歯㌦

ム，油綱灘等の獺を用畔難的騨を戯，∴
そのピ桝クを揮えた。ところでもつとも多く用いられて　．，　）“

いるものes　・Aであるが，囎上b・A－c・lx　6db以下に漏

搬るこeは雛か離で嫉そじてめ撚吟憾
　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へま

　　　・きA忌！、～．．・∴滋；讐憾譲



〆

㎡輪

灘舜冨

■

㌔叡ヅ1∵∴氾’ジドr ｼ零～・、1・叉ピ　醜∵’

　　・鯉一．一∴、・　1∴．λ二　．．t’J

　謹としての出力レベルを低下させるので，．ピ炉クはおざ

　真得ても機械インピーダyスを鍛加させるので鹸りよい

じ髄動方式ではない。・そζでZeを大きくさせずに，なお

　かつ制動させなければならない。　　　・　一一一一

　このようなことに留意して種々の蟹験をやつて見た結果

　は第7圖であるρ1は鯖鋤・離域偏差＋30db，　IIは

　．・　　　　．　　岡波教fc！s

　　　　　　　　　第　　7　　圖　　　　1

ビスコ甘イド10mm3のブロックを軸に固着せしめた場

合・偏差10・eb。・IIIはA・dibid　；O　！nm・×2颯m繍。

高暑域偏差十7db。　IVはこれを廻臆軸に鳩目』セ固定さ

せると高音域の偏差は十3db以内となる。

　以上のように蜜際上制動の嗣題は非常にやつかいであ．

り，組立の時のスペe…スによつても種タの制限があり，

設計に當つても一番やつかいな問題であるる

　5、改良の翼勲とその結果

筆者等は三極型電磁ピ・クアップにつv・て2，3，4，に

おいて，ことに2の五つの項目について述べたととがら

賭慮を彿い改良をほどこし騰果を得た。

　改良の婆織を2の五項目に準擦してのぺると，

（a）ωゐについては，ア・・マチュアの慣性能牽をセ

きるがけ小さくして高域の共振周波数をできるかぎり高　．

ヤ坊へ持つ1行？た・アーマチュアの離能職’θ。と

すると・第8厨の寸法および密度から，　ea＝　O．0291　9－・cm2

となる。　　　”Z5

一
’　　　馬

騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

o 5

5 8

　　　　　　　　　　　　第　　8　　圖　　　　　　’
’

　r　　伺様に針止めおよび針の慣性能牽を計算すると全償性

　　　能寧は0・068，9－c　m2と、なる。針先のスティフネスSnは

　　　1・44×108とすると，Wh　＝＝　7，200　c／§となる。　　’

　　．＼　（b）Sn／Saを大にするにはSaは大艦シャフトの

　　　廻輔の馴性牽であるので相ge　Snにくらぺ七低い値であ

二　　る。Snは針によつて決定される。そこで針がきまれば．
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